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　友人をクラブの会員候補者として推薦しようか
と思うが、果たしてクラブの会員が抱く会員像に
適合するかどうか自信がないので二の足を踏んで
いる…こんなロータリアンも少なくないでしょ
う。真剣に考える人程こうした傾向が強いように
思えます。

多くのロータリアンはこれまで「実業界の成功
者」を会員推薦の基準に人選をしてきました。そ
こで「実業界の成功者」の「条件」について考え
てみます。
　若くして有名店のシェフに抜擢された優秀な 2
人の料理人がいたとします。その後それぞれ自分
の店を構えて独立し、当代きっての人気シェフと
して知る人ぞ知る存在になります。ここまでは一
緒ですがここからそれぞれ違う道を歩みはじめま
す。片や 2 店 3 店と次々に新店をオープン、多面
的にビジネス展開してグループを統括する経営者
になってゆきます。片やオーナーシェフとして経
営する店の厨房に朝から晩まで立ち、ひたすら料
理に没頭して一介の料理人として味を追求し続け
ます。
　おそらく今までのロータリーでは前者の方、つ
まり「工業的拡大の意志」を持った経営者をロー
タリアンとして相応しいと考えてきたのではない
でしょうか。そして、後者の「農業的持続の意
志」を持った経営者をあまり評価しなかったよう
に思います。しかし私達が例会においてお互いを
磨いてゆこうとした時、この後者のオーナーシェ
フも結構魅力があります。ロータリアンとして相
応しいのはどんな人かという考え方をもう 1 度見
直してゆく、そんな必要があるように思います。
　これまでも申し上げてきましたが私はロータリ
ーが巨大組織になったから105年の歴史を刻んでこ
られたとは考えていません。先輩の皆様の御努力
できちんと世代をつないできたからこそ今日があ
るのです。クラブにとって最も危険なことは平均
年齢が上昇の一途を辿ることです。
　若い活力溢れる会員を増強することで世代をつ
ないでゆきましょう。

クリンギンスミス会長と
　　　　　織田吉郎・悦子

（国際大会にて）　
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　ご周知の如く、ロータリーの究極の目的は、

「世界理解と平和」であり、それはすべてのロー

タリアンの共通認識です。

　その目的の達成は、困難を極めますが、全世界

の会員が一致して行動するからこそ、今日では

ロータリーが一定の評価を受けているということ

を、私達は誇りとしています。

　この様な崇高な活動を為す原動力は、その目的

を理解する会員の増強が不可欠です。

　毎年、RIの会長は、判を押すが如く、必ずと

言っていい程、会員増強や拡大を強調します。

当然乍ら各地区のガバナーは、RI役員としての

義務からも、それを督励致します。しかし、実情

は大変厳しく、各クラブにもいろいろな事情があ

り、簡単には会員増強どころか減少の状況が危惧

されております。

　たとえ、現状を保持したところでも、そのクラ

ブ会員の平均年齢は必ず上昇し、数年後は活力も

減退することが懸念されます。だからこそ若い人

たちを入会させ、その行動力を期待する新陳代謝

を図ることが肝要かと存じます。

　一方、会員数だけで、クラブを評価することは

出来ません。評価の基準をどこに置くかによりま

すが、奉仕の世界に身を置くことを考えると、奉

仕の成果によって考えてみることも可能かと思い

ます。この様な場合クラブとしては、既存会員を

含め新入会員に対しても継続して、ロータリーの

真の理解を求める作業をすることがクラブの質向

上に繋がると存じます。結果は、多様で充実した

力強いロータリー活動が生まれ、地域社会から高

く評価をいただけるものと考えます。

　ところで会員増強について議論する時、いつも

必ずといっていい程、会員の量と質の問題が提起

されます。当然乍らそのどちらか一方を論ずるの

ではなく、両者が合致することが望ましいのは当

然でございます。

　ロータリーの諸規定に定められた会員候補者と

しての客観的な資格に加えて、社会人としての責

務を自覚し職業を通じて社会貢献する意思を持っ

ていることを質とすべきと考えます。又、この様

な資質を持っていながらも、充分に未だ開花して

いない会員候補者もその後の活動を経て、立派な

ロータリアンに成長することと存じますが、同時

にロータリーの情報教育も大切であることを申し

添えておきます。

　次に、会員が減少しているクラブは、会長をは

じめとして、全会員の問題として、その原因を究

明し、解決に努力しなければなりません。何故な

ら減り続けるクラブを放置すれば、必ず良質な会

員までが魅力を無くし、当然なこととして退会し

てしまい、クラブ自体が崩壊の途を辿ることが懸

念されます。

　皆さんのクラブは、10年前と同じことを今も

行っていませんか。クラブの内外活動を今一度検

討・評価をしてみることも必要ではないでしょう

か。

　時は、刻々と変化していることを考えますと、

自らのクラブが時世に合っているかどうか、会長

をはじめクラブ全会員が総括し、改革することも

大事なことではないでしょうか。

　ここでダーウィンの進化論の言葉をご紹介致し

ます。

　　『強き者が生き残るとは限らない。

　　　賢い者が生き残るとは限らない。

　　　変化する者だけが、成長して生き残る。』

　この様にダーウィンの言葉は変化の大切さにつ

いて、我々に示唆を与えています。ロータリーと

云えども、時代に即応したビジョンを持ち、変

化・改革を常に考える必要があるのではないで

しょうか。変化・改革と云っても変えてはなら

ぬ、ロータリーの綱領あるいは目的、守るべき伝

統は尊重しなければ組織の明日はありません。

　この様なことを熟慮した上で、全会員一丸とな

り会員増強していくことこそが、クラブの活性化

となり、奉仕の活動も漲り、会員は生き生きと

し、希望の明日が期待されるのではないでしょう

か。

　地区内各クラブのご発展と会員各位のご多幸を

祈念致し、ご挨拶と致します。

 　会員増強及び拡大月間に因んで

クラブ奉仕委員会委員長　　　　　　　　

パストガバナー　杉　木　禧　夫　
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今年度、会員増強委員長を務めることになり

ました石井でございます。会員増強および拡大月

間にあたりご挨拶申し上げます。

ロータリーは1905年誕生以来、世界に拡大

し、順調に発展して123万人の会員を擁するにい

たりましたが、会員数の伸び率はここ十数年鈍化

しております。ロータリー先進国では逆に減少傾

向にあり、日本では大きく減少して世界の中では

最悪のペースをたどっています。クラブ数の減少

はなくとも会員数が少なくなっているのです。世

界の 1 クラブあたりの平均会員数は36名であり、

日本の平均は41名であります。2790地区の 1 クラ

ブ平均会員数は34名と著しく低く、地区内84クラ

ブ中40名以上のクラブは31クラブしかありませ

ん。しかも平均年齢は高齢化しています。

日本のロータリーでは会員増強・維持を最大

な奉仕活動と捉え、最重要課題としているのです

が、成果をあげていません。理由として経済の低

迷、社会構造の変化、クラブの会員教育能力や指

導力の低下、会員増強の早急化などが挙げられま

すが、基本的には個々のロータリアンが「超我の

奉仕」に賭ける強い熱意の有無によるのではない

でしょうか。

すべての会員がロータリー存亡の危機を感じ

とり、会員増強･維持に情熱を燃やし続けていく

ことが大事であります。ロータリー財団の寄付

呼びかけに“Every Rotarian Every year”「毎

年あなたも100ドルを」という格好なスローガン

があるように、会員増強にも“Every Rotarian 

Every year M･D”「毎年あなたも一人の会員

を」を掲げて増強に邁進したいと思います。

新鮮な会員が多くなればなるほどお互いの触

れ合いにより摩擦力は高まり、クラブは活力を生

み、魅力を増してきます。そこから発する磁力は

新たな人を呼び込んでロータリーの存在感は内外

ともに高まってまいります。そうなりたいと心か

ら願うのであります。

ロータリーの財産は会員であり、ロータリー

の力は会員の質の向上によって発揮されます。優

秀な人材なくしてロータリーの崇高なる理想の実

現はありえません。クラブの活力は会員の量と質

によります。増強に当り会員候補者の資格（資

質）に十分留意することが肝心となります。協調

性のない人や同業者の入会推薦については慎重に

配慮し、ロータリーの恩恵や義務の説明とともに

入会の手順をきちんと踏まえてクラブの伝統や格

式を損なわないようにしなければなりません。

会員増強とともに会員維持にも鋭意努め、増

強には高い目標を掲げてクラブ会長を先頭に全員

でクラブの強化に力を注いでいこうではありませ

んか。

この一年よろしくお願いいたします。

 会員増強および拡大月間にちなんで

 　真の会員増強を目指して

クラブ奉仕委員会 　会員増強委員会　　

委員長　石　井　七　郎　

会員増強マーク
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 御理解を頂いて
 　　　地区幹事長　杉　山　俊　明　

 R I国際大会のご報告

 ガバナー・エレクト　山 田 修 平　

　 4 年前、銚子ロータリー27年振り 2 人目の織田ガバナー誕生に当時の会長として関わった縁でガバナーよ
り幹事長に指名され、今日になりました。この一年半を振り返ってみれば、ガバナーノミニー確定後は事務
所の設立準備、幹事並びに事務局員の人選等々織田ガバナーと共に全くの手探り状態の中準備を進め、エ
レクト年度になってからもかなり早いペースで事務局の立ち上げ、次年度ガバナー補佐会議・地区大会の準
備等を行い、ガバナー年度の為の重要な会議である三大セミナーの準備・開催に臨んだつもりではありまし
たが、今になって反省する点も多く参加した皆様にも多々ご迷惑をかけたのではないかと思います。又この
間、前々年度の崎山ガバナー始め事務局の皆様、前年度中村ガバナー、鈴木幹事長始め幹事、事務局の皆様
には適切なアドバイス・御指導を頂きました事深く感謝申し上げます。
　地区幹事の役目は、ガバナーと地区役員、各クラブ間のスムーズな情報伝達が行われる様に、ガバナーの
活動拠点であるガバナー事務所の円滑なる運営を図り、地区大会を始めとする各種地区事業担当者との調整
などでありますが、それらを効率よく機能させる事が結果的にガバナーへの後方支援に繋がってくると考え
ております。
　本年度織田ガバナーは、84全クラブへの公式訪問、地区大会の地元での開催、そして、今まで任意参加者
の登録料で運営されてきた地区大会を地区本会計の中から地区大会予算として計上する方式を地区皆様のご
理解の下決定されました。又、各分区単位のクラブフォーラムの開催・各クラブへの情報研究会参加等の要
望をもしております。2790地区としては始めての事や事業もあり戸惑う事も多々あろうかと存じますが、皆
様には織田ガバナーのロータリーに対する熱い想いを御理解の上、受け止めて頂ければと思います。私ども
幹事団もこの一年間一丸となり織田ガバナーを支え、すこしでも地区の皆様のお役にたてればと思っており
ますので御理解・御指導の程宜しくお願い申し上げます。
　最後に第七分区各クラブの皆様には幹事団を結成するに当たり優秀な幹事を輩出して戴きありがとうござ
いました。心より御礼申し上げます。

　2009－10年度国際ロータリーの年次大会に参加致しましたので、その報告を致します。
　私は、2003－04年度に大阪で開催された国際大会に初めて参加しました。その時受けた感激が忘れられず、今回
で 7 回目の参加になりました。今回のモントリオール国際大会では、次の 3 点について報告致します。
①　日本人親善朝食会
　日本人親善朝食会は日本から選出された RI 理事が主催して、国際大会の開会
式が行われる日の朝に開催されます。この朝食会には、例年 RI 会長や会長エレク
ト、現職の RI 理事、事務総長、ロータリー財団の管理委員長や管理委員、 RI の元
会長、元理事等、 RI の指導者が多数出席されます。日本から選出された RI 理事
の日頃の活躍振りが感じられます。
　今回は黒田理事の主催でしたが、その黒田理事のお話しの中で決議23－34が
ロータリー章典と手続要覧に残る（掲載される）ことが報告されました。近藤理事
エレクトは、オブザーバーで理事会に出席しましたが、黒田理事がどれだけ努力さ
れたかを目の当たりにしました。今後も決議23－34については注意深く見守る必要
があります。と話されました。日本の理事の活躍振りに感激しました。
②　開会本会議
　 RI 国際大会の開会本会議は登録者数が多数の為、2 回に分けて開催されます。
私は第 1 回の開会本会議に出席しました。今回の国際大会は、大変質素な感じを
受けました。
　過去の大会では、市内に多数の歓迎の垂れ幕を設置したり、本会議場にも大き
な歓迎の看板を設置していましたが、今回は従来に比べると極端に少なく感じま
した。
　本会議では、普段ロータリーの友誌等で写真でしか見られない RI 会長他の指導
者が直接参加者に声を掛けていました。これだけでも大変感激致します。今迄参
加したことのない会員も、次年度は是非参加するようお勧めします。
③　友愛の家
　地区大会では友愛の広場として、ロータリアンの親睦の場になっていますが、
国際大会の友愛の家は、多数のブースがあります。これらのブースは、地区やクラ
ブ、親睦団体等が出していますが、何れも素晴らしい活動の紹介をしています。こ
の中に日本の地区が 3 地区ブースを出していました。第2790地区でも、今後ブース
を出せるようにしたいと思いました。
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　第2790地区ガバナー中村博亘様、御指導のもと、スポンサークラブ浦安ロータリークラブの皆

様のご協力により昨年12月27日創立総会を開催し、本年 5 月25日をもって加盟認証され、 6 月28

日認証状伝達式を多くの先輩ロータリアンのご臨席を賜り、浦安ベイロータリークラブの国際

ロータリーの加盟認証状伝達式を迎えることが出来ました。会員一同、この上ない喜びでありま

す。厚く御礼と感謝を申し上げる次第です。

　陸の孤島であった浦安町は、昭和44年、地下鉄東西線が開通、昭和53年に湾岸道路ができ、町

の状況は一変致しました。元々は、半農半漁の小さな町として栄え、昭和40年から55年にかけて

海面を埋め立て、JR京葉線が開通され、東京ディズニーランドが開園、そして周辺には、ホテ

ル群が立ち並びました。東西南北 5 ㎞弱、そして人口約17万人余りになり、他の自治体が羨む程

の豊かな町へと発展しました。

　このたび、私達、浦安ベイロータリークラブは、市内 2 つ目のクラブ、そして地区では84番目

のクラブです。会員数としては少ない21名でのスタートとなります。また、私達の平均年齢と言

えば43歳と若く、先輩ロータリアンの方々にとってみれば、至らぬ点が多々あると感じられると

思いますが、温かく見守って頂ければ幸いです。その若さと奉仕の心を持った文化都市浦安で活

躍している人達で力量がかわれるエネルギッシュなメンバーであります。

　最後に私達メンバーの“浦安の人柄”に触れ合って頂ければ幸いです。全会員、心よりお待ち

しております。そして合言葉は、　地域と共に歩もう！　

　例会は、夜間例会で毎週木曜日19時JR京葉線新浦安駅前のオリエンタルホテル東京ベイにて

行っております。

地域と共に歩もう！地域と共に歩もう！

浦安ベイロータリークラブ　

2010年 5 月25日　　認証
会員数　　21名
例会日　　木曜日　19：00～
例会場　　オリエンタルホテル東京ベイ
　　　　　浦安市美浜1-8-2
事務所　　浦安市北栄1-16-8　
　　　　　TEL/FAX　047-358-3061
会　長　　大 塚 義 教

国際ロータリー第2790地区 ガバナー　織　田　吉　郎　　

地区指名委員会 委 員 長　山　中　義　忠　　

国際ロータリー細則第13.020.4項により、2013－2014年度ガバナーに就任するガバナー・ノミニ

ー候補者の推薦を希望するロータリークラブは、2010年 9 月30日までに地区ガバナー指名委員会委

員長宛（第2790地区ガバナー事務所気付）に文書を以てご推薦くださいますようお願いいたしま

す。推薦する場合には、候補者を推薦することをクラブ例会で決議した後に、クラブ幹事がその決

議を証明する形で推薦書を提出してください。

なお、ガバナー指名委員会委員長がその選択をするにあたっては、その選択範囲は地区内クラブ

によって提案された指名に限定されるものではありません。（国際ロータリー細則第13.020.5項）

ガバナー・ノミニーの資格条件は、国際ロータリー細則第15.070項をご参照ください。

認証状伝達式

2013－2014年度　ガバナー候補者推薦のお願い
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行　事　予　定　（8月）
  7 日（土）
  8 日（日）

2 1 日（土）

2 4 日（火）
2 7 日（金）
2 8 日（土）

地区財務・指名・諮問委員会　　　　ホテル　ザ・マンハッタン　　1 3：0 0 ～ 1 7：0 0　
ロータリー財団委員会　　　　　　　京葉銀行文化プラザ
第 2 回委員会　　　　　　　　　　　1 0：0 0 ～
地区財団セミナー　　　　　　　　　1 3：0 0 ～（各クラブ会長・財団委員長）
奨学生オリエンテーション　　　　　1 6：0 0 ～（奨学候補生）
クラブ奉仕委員会セミナー　　　　　ポートプラザちば　　1 0：0 0 ～
第 8 回ガバナー補佐会議　　　　　　ポートプラザちば　　1 5：0 0 ～ 1 7：0 0　
インターアクト　第 2 回顧問教師会・合同委員会・合同会議　東天紅　　1 4：0 0 ～ 1 7：0 0
ロータリー情報研究会・第 1 分区　　東京ベイホテル浦安　1 3：0 0 ～ 1 6：0 0
米山委員長セミナー　　　　　　　　ペリエホール　　　　1 3：3 0～　　

文 庫 通 信（274号）
　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、2 万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿
論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部
資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

～ ガバナー月信 より ～
◎「2010年規定審議会報告」佐藤秀雄　2010 3p（D.2510）　野々村政昭　2010 3p（D.2800）
　　　　　　　　　　　　　安平和彦　2010 2p（D.2680）
◎「職業奉仕とは」　　　　久邇邦昭　2010 2p（D.2750）
◎「国際奉仕をやっているクラブの方が会員減少が少ないのだ！」　　2010 2 p　　（D.2720）
◎「重要な変更のお知らせ－１･２（ロータリー財団寄付に関して）」　2010 2 p　　（D.2840）
◎「第15回ロータリー日本青少年交換研究会報告書－１･２･３」　峯岸則幸2010 3 p　（D.2840）
◎「国際ロータリー青少年交換の近況」　中村  盟 2010 2 p（D.2630）
◎「ロータリー簡単図解その４～７〈ロータリー・ロータリークラブとは？/ロータリーとは？綱領/決議23－34か

ら決議92－286/社会奉仕を考える〉」　　鈴木章夫　2009、2010 4 p（D.2520）
◎「入りて学び　出でて奉仕せよ」村上有司　2010 7 p（D.2640）

[上記申込先：ロータリー文庫（コピー/PDF）]
〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 F 　　TEL：03-3433-6456　FAX：03-3459-7506
http ://www.rotary-bunko.gr.jp/
開館　午前10時～午後5時　休館　土・日・祝祭日

 　　ロータリーの友地区委員挨拶

ロータリーの友地区代表委員　宮　﨑　裕　光　　

　今年度（2010～2011年度）ロータリーの友地区
代表委員をおおせつかりました宮崎と申します。
よろしくお願い申し上げます。

地区代表委員の役割と仕事について
1 ．地区代表委員は、地区ガバナーに任命され

た「ロータリーの友編集委員会」の構成員であ
り、「友」に関するガバナーの代理者として、

　①　「ロータリーの友編集委員会」において、
予算、決算、事業計画などの審議を通し
て法人事務所を監督するとともに、編集
委員会においてガバナーの意向を踏まえ
た建設的な提言を行う。

2 ．地区活動及び地区とロータリーの友を結ぶ地
区代表委員として

　①　地区内ロータリアンに対して、「一般社団
法人ロータリーの友事務所」が発行する、
雑誌「ロータリーの友」、ホームページ
「ロータリージャパン」及びその他の刊行
物についての有効な活用を促す。そのた
めに必要な活動に取り組む。

　②　地区ならびに地区内ロータリークラブの活
動やその他の編集上有用な情報収集に努
める。

　③　地区内情報を友事務所に送り、それをも
とにした取材に協力することにより「ロー
タリーの友」誌の編集に協力する。

これまでの変更点として
1 ．「ロータリーの友地区委員」の名称を、「ロ

ータリーの友地区代表委員」とします。
2 ．2010年3月25日付で、任意団体「ロータリー

の友事務所」は、「一般社団法人ロータリーの
友事務所」として、法人格を取得しました。

　以上のことを念頭に、「ロータリーの友」誌に
対し、2790地区の活動情報を的確に、なるべく
タイムリーに提供していくよう心がけてまいりま
す。そのために毎月発行されるガバナー月信は、
重要な情報源となりますので、皆様のご協力をよ
ろしくお願いいたします。



－ 7 －

新ロータリアン（敬称略）

松澤須美子

（千葉東RC）

薬剤士

5月24日入会

三国大吾

（松戸RC）

歯科医

7月7日入会

平塚丈泰

（佐原RC）

呉服販売

5月27日入会

浅井利明

（松戸RC）

不動産鑑定士

7月7日入会

田 中 英 子

（銚子RC）

機械材料小売

6月2日入会

車 田 善 教

（松戸RC）

都市銀行

6月23日入会

宍 戸 久 子

（船橋南RC）藍綬褒章

（敬称略）

ロータリー財団寄付
年次寄付（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー）
氏　　　名 クラブ名

鈴 木 子 郞 柏 　 西 R C 7 回目
鈴 木 桂 三 柏 　 西 R C 4 回目
初 山 武 美 千 葉 東 R C 2 回目
川 和 弘 行 柏 　 西 R C 1 回目

年次寄付（ベネファクター）
氏　　　名 クラブ名

飯 島 俊 一 袖 ヶ 浦 R C 6 回目
榎 本 洋 史 柏 　 西 R C 1 回目
髙 橋 　 進 松 戸 北 R C 1 回目

米山記念奨学会寄付
氏　　　名 クラブ名

中 村 博 亘 柏 　 西 R C 4 回目
鈴 木 利 男 袖 ヶ 浦 R C 2 回目

寄付者紹介（敬称略）

北 原 敬 市（船橋東RC）
逝去日:2010年7月3日（享年85歳）
入会日:1979年3月

ロータリー歴

1984～85　クラブ幹事

1988～89　クラブ会長

1996～97　第 2 分区代理

1999～2000　2790地区ガバナー

物故会員 （敬称略）

勝呂至孝（木更津東RC）
逝去日:2010年7月2日（享年73歳）

入会日:1968年6月 

ロータリー歴

1982年ポールハリスフェロー

1993年　クラブ会長
2000年　米山奨学会功労者
2006年　30年以上ロータリアン100％出席

閉会式　ジョン・ケニー前会長

後ろは演技を終えたシルクドソレイユメンバー

開会式の会場　ベルセンター

国際大会スナップ写真国際大会スナップ写真



国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2010年 6 月分）

分
区 クラブ名 出席率

％

例
会
数

会　員　数

7/1 女 当月 女 増減

第
1
分
区

市 川 100.00 4 48 0 48 0 0 

市 川 東 97.00 5 45 2 42 1 -3 

市 川 南 73.50 4 17 1 17 1 0 

浦 安 91.40 3 45 0 41 0 -4 

市 川 シ ビ ッ ク 85.37 4 38 0 38 0 0 

浦 安 ベ イ 88.10 4 0 0 21 0 21 

第
2
分
区

船 橋 96.66 5 26 0 24 0 -2 

船 橋 西 87.42 4 48 4 48 4 0 

鎌 ヶ 谷 78.33 3 26 2 25 2 -1 

船 橋 東 85.71 4 31 3 31 5 0 

船 橋 南 78.10 5 26 2 25 2 -1 

船橋みなと 78.39 5 31 7 26 7 -5 

第
3
分
区
Ａ

千 葉 90.10 4 64 0 65 0 1 

新 千 葉 92.34 5 47 0 47 0 0 

千 葉 西 87.18 4 51 5 50 5 -1 

千 葉 中 央 83.46 4 37 0 37 0 0 

千 葉 幕 張 85.35 4 32 2 32 4 0 

千 葉 東 89.00 3 29 3 28 3 -1 

千 葉 若 潮 92.21 4 35 0 30 0 -5 

第
3
分
区
Ｂ

千 葉 南 83.13 4 41 4 37 4 -4 

市 原 79.55 5 44 4 43 3 -1 

千 葉 港 75.00 4 27 0 29 0 2 

市 原 中 央 87.70 5 48 1 50 1 2 

千 葉 北 74.68 5 23 1 22 1 -1 

千 葉 緑 64.14 5 29 2 27 2 -2 

第
4
分
区

木 更 津 85.71 3 39 3 41 3 2 

上 総 80.26 4 19 0 19 0 0 

富 津 82.95 4 22 1 19 1 -3 

富 津 中 央 85.20 4 21 0 22 0 1 

木 更 津 東 95.31 4 40 0 40 0 0 

君 津 94.00 4 39 2 39 2 0 

袖 ヶ 浦 93.27 4 24 2 28 3 4 

富津シティ 66.31 5 18 0 19 0 1 

第
5
分
区

館 山 85.45 5 59 4 56 4 -3 

鴨 川 86.40 5 25 2 27 2 2 

勝 浦 87.78 4 41 4 42 8 1 

千 倉 82.80 4 15 0 16 1 1 

鋸 南 85.00 4 14 1 13 1 -1 

館 山 ベ イ 67.71 4 22 0 24 0 2 

第
6
分
区

茂 原 89.07 4 60 2 58 2 -2 

東 金 83.33 4 33 0 25 0 -8 

大 原 74.90 4 16 1 15 1 -1 

分
区 クラブ名 出席率

％

例
会
数

会　員　数

7/1 女 当月 女 増減

第
6
分
区

大 多 喜 84.61 4 15 1 13 1 -2 

成田空港南 100.00 3 47 0 40 0 -7 

茂 原 東 80.00 5 31 3 28 3 -3 

茂 原 中 央 82.75 4 25 3 22 2 -3 

大 網 68.76 4 31 2 29 1 -2 

東金ビュー 71.30 4 27 1 26 1 -1 

第
７
分
区

銚 子 88.50 5 45 1 44 2 -1 

旭 87.00 4 49 1 45 1 -4 

八 日 市 場 85.71 4 38 0 44 2 6 

銚 子 東 84.62 5 35 0 33 0 -2 

第
8
分
区

佐 原 84.30 4 48 0 45 0 -3 

多 古 84.21 4 22 0 19 0 -3 

小 見 川 88.00 5 25 0 23 0 -2 

佐 原 香 取 82.90 4 25 0 26 0 1 

第
9
分
区

成 田 81.19 4 59 0 58 0 -1 

八 街 84.00 4 38 2 39 1 1 

印 西 87.03 4 31 0 28 0 -3 

白 井 64.00 4 16 0 15 0 -1 

富 里 88.00 4 27 0 27 0 0 

成田コスモポリタン 76.72 5 60 0 60 0 0 

第
10
分
区

柏 82.40 5 40 8 44 9 4 

我 孫 子 87.80 5 28 0 26 0 -2 

柏 西 85.52 4 55 3 51 3 -4 

沼 南 92.50 4 23 1 23 1 0 

柏 南 85.50 5 32 3 29 3 -3 

第
11
分
区

習 志 野 70.86 5 41 2 38 1 -3 

八 千 代 84.00 4 44 0 46 0 2 

佐 倉 71.43 4 12 1 13 2 1 

八千代中央 73.50 4 29 0 27 0 -2 

四 街 道 79.16 5 24 3 22 3 -2 

習志野中央 86.20 4 38 5 39 6 1 

佐 倉 中 央 67.14 5 15 1 14 1 -1 

第
12
分
区

松 戸 85.84 5 48 0 48 0 0 

松 戸 東 91.13 4 53 0 53 0 0 

松 戸 北 86.50 5 39 0 40 0 1 

松 戸 中 央 69.74 4 51 3 41 2 -10 

松 戸 西 89.29 4 22 0 21 0 -1 

第
13
分
区

野 田 84.38 4 47 4 49 4 2 

流 山 85.23 4 24 4 19 4 -5 

野 田 東 91.65 4 34 0 32 0 -2 

流 山 中 央 85.00 4 26 2 23 2 -3 

野田セントラル 82.40 5 26 0 25 0 -1 

クラブ数　84RC 2009年 7 月 1 日　地区会員数　　　　　2,840人

2010年 6 月末日　地区会員数　　　　　2,773人

2009年 7 月 1 日　地区女性会員数　　　  119人

2010年 6 月末日　地区女性会員数　　　  128人

当月平均出席率　83.56％

増減　　　　　　　 －67

女性会員増減　　　 ＋ 9

8 月のロータリーレート

88円
船橋南

ガバナー月信Vol. 1
7 月号の訂正

P16　国体協力クラブ
　船橋西→船橋南
訂正して謹んでお詫び
申し上げます。


